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 大会議室・体育館	 
講師：今西	 武（和歌山大学防災研究教育センター）	 
	 	 	 Kさん（個人情報のためイニシャルとする）	 
内容：①	 オリエンテーション	 
	 	 	 	 	 	 ②	 「3.11メッセージ」視聴（写真-１）	 	 
	 	 	 ③	 避難所を想定した昼食作り（写真-2，写真-3）	 
	 	 	 ④	 防災ミニ講座（ライフラインって何ですか？）	 
	 	 	 ⑤	 パーテーションでの居住空間づくり（写真-4）	 
	 	 	 ⑥	 体験・意見交換・感想交流	 
	 	 	 ⑦	 ふりかえり・アンケート・感想文	 




	 	 （内訳はアンケート調査の項目を参照）	 
アンケート項目 
① 防災について，考え，学ぶことができる． 
	  よくできた・できた・もう少し 
② 気持ちよく参加するために「声かけ」「行動」「考 
	  える」ことができる． 
	  よくできた・できた・もう少し 
a.  3.11メッセージ：① 












































	 (2)	 アンケート調査結果	 
サンプル数：17名（参加者20名）	 
内訳：児童(総数6名)	 
	 	 	 	 小学5年生(女子2名)	 
	 	 	 	 小学6年生(女子4名)	 
	 	 	 生徒(総数9名)	 
	 	 	 	 中学1年生(女子3名・男子6名)	 
	 	 	 一般(総数2名)	 
	 	 	 	 年齢60才代(女性1名・男性1名)	 
a.  3.11メッセージ：①	 	  
	 ①	 よくできた（15名／88%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （	 2名／12%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 0名／	 0%）	 
b.  昼食作り：①，② 
	 ①	 よくできた（ 7名／41%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （10名／59%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 0名／	 0%）	 
	 ②	 よくできた（ 6名／35%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （10名／59%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 1名／	 6%）	 
c.	 パーテーションでの居住空間作り：①，② 
	 ①	 よくできた（13名／76%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （ 4名／24%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 0名／	 0%）	 
	 ②	 よくできた（ 9名／53%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （	 8名／47%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 0名／	 0%）	 
d.	 災害図上訓練(DIG)：①，② 
	 ①	 よくできた（12名／71%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （ 2名／12%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 3名／17%）	 
	 ②	 よくできた（ 9名／35%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （	 6名／59%）	 	 
	 	 	 もう少し	 	 （	 2名／12%）	 
e.	 読み聞かせ：① 
	 ①	 よくできた（15名／88%）	 	 
	 	 	 できた	 	 （ 2名／12%）	 	 
















































































































































































































































































(2)	 実施した防災教育プログラムの評価	 	 
「3.11メッセージ」と「読み聞かせ」の目的は，受講
生の防災に対するモチベーションを高めてもらうための
導入教育という位置づけとしていた．よく言う言葉で
「感動」がある．人間は感じて，心が揺り動かされて動
くことから言われる言葉であり，そこをねらった導入で
ありプログラムなのだ．これは「知動」という言葉が無
いように知識だけで，モチベーションを高めることは難
しいと考えている．受講した児童・生徒からの感想文か
らねらい通りの感想が述べられている．	 
今回の講座にも係わって頂いた那智中学校のA校長が，
前任地の宇久井中学校の校長時代に和歌山大学防災研究
教育センターと連携し，宇久井中学校で防災教育と訓練
を行なっていた．その際，防災は「心の防災教育」が必
要だとの観点から「3.11メッセージ」が使用された．A
校長先生は「3.11メッセージ」を見た生徒の防災に対す
る意識が明らかに変わったとの感想をお持ちであった．
那智勝浦町教育委員会の方も宇久井中学校で行なわれて
いた防災講座と訓練に参加され，「3.11メッセージ」を
ご覧になっていたが，教育委員会の方もA校長先生と同
じような感想を持たれていた．そのようなことから，今
回の防災リーダー講座に「3.11メッセージ」が使用され
ることになった．そして今回の講座では，和歌山大学防
災研究教育センターが開発したプログラム以外に「心の
防災教育」の一環として，特別に紀伊半島大水害で夫を
亡くされたKさんによる，被災当時の様子を生々しく
「読み聞かせ」が行なわれた．心の教育がますます重要
になってくる．	 
	 
４．今後への課題	 
	 那智勝浦町においては，もともと津波が早く到達する
ことで，和歌山県内では防災意識が高い地域でもある．
そのため備える意識は強い可能性があり、今後は和歌山
県北部や内陸部向けに、少し防災意識の違うだろう地域
でにおいて，どのような防災プログラムが有効なのか検
討していきたい．さらに3.11メッセージは防災全般に言
えるメッセージであるが，東日本大震災での津波による
被災をメインとしている．和歌山県では地震や津波だけ
でなく、台風などの気象災害も多い地域いであることか
ら、今後は沿岸部だけでなく，山間地域でも使用できる
土砂災害をテーマにした防災教育プログラムを検討して
いきたい.	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